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三
．
古
文
書
を
読
む 

～
実
践
編
～ 

 

イ
．「
川
中
家
文
書
」
に
つ
い
て 

 
 

川
中
家
は
、
河
内
国
河
内
郡
今
米
村
（
現
在
の
東
大
阪
市
今
米
周
辺
）
で
代
々
庄
屋
を
つ
と
め
た
家
で
す
。
ま
た
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の 

 

大
和
川
付
替
工
事
の
実
現
に
尽
力
し
た
、
中
甚
兵
衛
に
ゆ
か
り
の
あ
る
家
で
す
。 

 
 

昭
和
六
〇
年
九
月
に
、
明
治
期
の
も
の
も
含
め
た
六
〇
〇
〇
あ
ま
り
の
古
文
書
が
大
阪
府
へ
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
「
川
中
家
文
書
」 

 

と
し
て
、
大
阪
府
公
文
書
館
で
お
預
か
り
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

今
米
村
・
・
・
現
在
の
東
大
阪
市
今
米
に
あ
た
る
地
域
で
す
。
正
保
郷
帳
の
写
と
み
ら
れ
る
河
内
国
一
国
村
高
控
帳
で
は
高
二
八
〇
石
余
、
大
坂 

町
奉
行
曾
我
古
祐
領
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
～
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
同
島
田
重
頼
与
力
領
で
二
八
〇
石
余
、
天
和
元
年
の 

河
州
各
郡
御
給
人
村
高
付
帳
で
は
同
高
で
同
藤
堂
良
直
領
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
河
内
国
高
帳
で
は
幕
府
領
、
慶
応
元
年 

（
一
八
六
五
）
よ
り
京
都
守
護
職
領
（
役
知
）
で
し
た
。 

   

ロ
．
史
料
に
つ
い
て 

 
 

今
回
取
り
上
げ
る
古
文
書
は
、「
川
中
家
文
書
」
の
中
か
ら
、「
乍
恐
書
付
を
以
御
願
申
上
候
」（K

Z
-4

-6
0

）
で
す
。「
願
書
（
「
ね
が
い
が
き
」
と 

 

呼
ば
れ
、
村
・
農
民
か
ら
村
役
人
・
領
主
に
、
許
可
を
得
る
た
め
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

願
書
に
は
本
来
、
差
出
人
の
名
前
の
下
に
印
鑑
が
押
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
控
え
や
下
書
き
の
場
合
は
、
「
印
」
と
い
う
文
字
を
書
い
て
い
る
こ
と
が 

 

あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
願
書
の
始
め
に
「
聞
届
」
と
い
う
印
が
押
し
て
あ
れ
ば
，
願
い
が
聞
き
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
，
願
書
の
返
書
は
，
願
書
の 

 

裏
面
に
書
か
れ
ま
す
。
表
面
に
割
印
を
押
し
て
紙
を
貼
付
け
て
書
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

   
 

今
回
の
古
文
書
、
河
内
郡
日
下
村
の
池
端
に
あ
る
春
日
神
社
の
修
復
に
と
も
な
い
、
春
日
神
社
の
別
当
を
務
め
る
神
宮
寺
と
日
下
村
の
村
役
人
が
、 

 

大
坂
町
奉
行
所
へ
提
出
し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
川
中
家
が
あ
る
今
米
村
は
直
接
関
係
の
あ
る
古
文
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
同
様
の 

 

事
例
が
今
後
発
生
し
た
時
に
備
え
て
、
今
米
村
の
庄
屋
が
書
き
写
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
（
今
米
村
の
春
日
神
社
の
別
当
も
神
宮
寺
が 

 

つ
と
め
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。） 

 
 

し
た
が
っ
て
、
願
書
の
返
答
に
あ
た
る
大
坂
町
奉
行
所
寺
社
役
人
の
文
言
が
、
願
書
の
奥
書
の
さ
ら
に
奥
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

   
 

 

日
下
村
・
・
・
現
在
の
東
大
阪
市
日
下
町
、
池
之
端
町
と
、
布
市
町
、
東
石
切
町
の
一
部
に
あ
た
る
地
域
で
す
。
正
保
郷
帳
の
写
と
み
ら
れ
る 

河
内
国
一
国
村
高
控
帳
で
は
高
一
千
八
九
石
余
。
う
ち
一
千
二
三
石
が
大
坂
町
奉
行
曾
我
古
祐
領
、
六
六
石
が
旗
本
福
留
（
富
） 

平
左
衛
門
領
。
蘇
我
領
分
（
推
定
）
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
よ
り
大
坂
町
奉
行
彦
坂
重
治
領
（
宝
暦
八
年
村
差
出
明
細
帳
）。 

同
三
年
、
枝
郷
で
あ
っ
た
善
根
寺
村
が
分
村
。
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
一
）
は
大
坂
町
奉
行
島
田
重
頼
与
力
領
と
福
留
領
の 

入
組
。
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
領
や
上
野
沼
田
藩
領
を
経
て
、
元
文
二
年
の
河
内
国
高
帳
で
は
一
村
幕
府
領
で
七
三
五
石
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庄
屋
は
森
長
右
衛
門
と
河
澄
作
兵
衛
が
つ
と
め
る
。 

   
 

 

春
日
神
社
（
日
下
村
池
之
端
）・
・
・
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
大
坂
町
奉
行
に
出
願
し
て
池
之
端
の
産
土
神
と
な
し
ま
し
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

に
芝
村
の
石
切
剣
箭
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
同
一
三
年
旧
に
復
し
た
。 

   
 

 

春
日
神
社
（
善
根
寺
村
）・
・
・
真
言
宗
東
光
山
神
宮
寺
と
い
う
宮
寺
が
別
当
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
が
、
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。 
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ハ
．
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

全
容
は
こ
ち
ら
で
す
。
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
翻
刻
を
書
き
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 
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※
〔 
〕
の
前
の
数
字
は
、
行
番
号
で
す
。 

１ 

        

 

２
、
３ 

      

     

 

４ 

     

    

 

     

５ 

     

    

 

      

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

  

１ ・
四
文
字
目
が
虫
損
で
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
典
型
的
な
願
書
の
表
題
で
す
。 

                                       

５
． 

・
方
角
で
す
。 

 
 

 
 

・

 

→ 

門
構
え
の
漢
字
で
す
。 
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６ 

        

         

    

    

 

７ 

       

        

 

        

      

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

   

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

   

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

 

６ ・

 

 
 

少
し
ク
セ
が
強
い
で
す
。
一
画
目
の
縦
か
ら

の
入
り
は
本
来
は
な
い
も
の
で
、
横
棒
か
ら
始

ま
る
文
字
と
考
え
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。 

  

・

 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 
 

 

旧
字
体
「
當
」
で
す
。 

 

・

 

 

☆
頻
出
語
な
の
で
、
覚
え
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 

か
な
の
「
の
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も
。 

              

７ ・

 

 

こ
の
文
書
が
書
か
れ
た
の
は
、
享
保
十
三
年

（
一
七
二
八
）
。
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
は

八
十
三
年
・
・
・
。 

 
 

→
「
刂
」
の
よ
く
あ
る
く
ず
し

方
で
す
。 
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８ 

        

       

         

９ 

        

        

    

   

 

10 

       

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

 

８ ・

 

 

三
文
字
目
に
「
共
」
と
あ
る
の
で
、
一
文
字
目

は
六
行
目
の

（
當
）
と
は
別
の

文
字
で
、
複
数
系
を
意
味
す
る
文
字
だ
と
判
断

で
き
ま
す
。 

          

８
、
９ 

・
行
を
ま
た
い
で
い
る
の
で
わ
か
り
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
左
の
三
文
字
で
一
単
語
で

す
。 

 
 

 

こ
の
箇
所
だ
け
、
く
ず
し
て
書
か
れ
て
あ
り
ま

す
。 

         

・

 

 

二
文
字
目
が
「
味
」
で
、
一
文
字
目
が
「
口
（
く

ち
へ
ん
）」
の
漢
字
の
熟
語
で
す
。 

        

10 ・

 

 

７
行
目
の

と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
別

の
文
字
で
す
。 
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11 

       

        

        

12 

        

       

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

   

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

 

10 ・

 

 

現
在
も
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
こ
と
も
。 

 
 

→ 

「
辶
」
も
し
く
は
「
廴
」
の
漢
字

で
す
。 

             

11 

  

・

 

 

二
文
字
目
、
三
文
字
目
が
「
存
候
」
で
す
か
ら
、

文
脈
か
ら
一
文
字
目
は
「
奉
」
と
判
断
で
き
ま

す
。 

      

・

 

→ 

「
門
」
の
文
字
で
す
。 

       

12 ・

 

→ 

こ
れ
ま
で 

 

と
書
か
れ

て
き
た
文
字
を
、
一
般
的
な
く
ず
し
方
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。 

    



- 7 - 

 

13 

        

 

14
～
20 

                 

                   

  

21 

        

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

                           

・

 

 

一
文
字
目
、
二
文
字
目
は
既
出
で
あ
る
た
め
、

お
の
ず
と
三
文
字
目
は
「
寺
」
と
い
う
文
字
だ

と
推
測
で
き
る
で
し
ょ
う
。
「
守
」
と
似
て
い

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

・

 

 

表
題
の
「
乍
」
と
は
違
っ
た
く
ず
し
方
で
す
。

こ
の
よ
う
な
く
ず
し
方
で
書
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
「
乍
」
の
形
は
覚
え
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

 

・

 

→ 

地
方
三
役
の
一
つ
。 

 
 

↓ 

 

「
同
じ
」
を
意
味
す
る
「
〃
」
で
す
。 
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22 

         

 

23 

    

   

 

24
～

26 

          

 

  

        

27 

        

     

  

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

 

22 ・
奥
書
の
定
型
句
で
す
。 

 
 

 
 

              

24
～
26 

・

 

 

「
寺
」
や
「
間
」
の
く
ず
し
字
に
似
て
い
る
の

で
要
注
意
！ 

          

・

 

 

最
後
の
文
字
が
「
夫
」
な
の
で
、
「
儀
太
夫
」

と
な
り
ま
す
。
「
助
左
衛
門
」
の
「
左
」
と
比

べ
て
三
画
目
が
右
上
に
上
が
っ
て
い
な
い
ま

せ
ん
。 
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28 

         

         

    

    

 

29 

         

        

   

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

 

27 ・

 

→ 

「
頁
」
で
す
。 

    

28 ・

 

 
 

虫
損
で
解
読
し
づ
ら
い
で
す
が
、
次
の
行
に

同
じ
文
字
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

  

・

 

→ 

敬
語
表
現
（
尊
敬
語
）

で
す
。 
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30 

        

 

31
～
35 

                         

  

  

 
 

多
少
ク
セ
の
強
い
文
字
は
あ
り
ま
す
が
、
全
体
を
と
お
し
て
基
本
的
な
く
ず
し
方
で
書
か
れ
て
い
る 

 

の
で
、
読
め
な
か
っ
た
文
字
は
辞
書
で
確
認
し
な
が
ら
復
習
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

       

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

          

30 ・

 

                 

31
～
35 

・

 

→ 

敬
称
で
す
。 

 

・

 

 
 

※
本
当
の
名
前
は
「
諸
左
衛
門
」 

 
 

→ 

解
読
難
易
度
の
高
い
文
字
の
た

め
、
一
つ
に
絞
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

・

 

 
 

※
「
彦
左
衛
門
」
と
翻
刻
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。 

 

24
～
26
行
目
の
「
吉
田
助
左
衛
門
」
の
「
左
」

と
「
松
本
儀
太
夫
」
の
「
太
」
を
参
考
に
解
読

し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

「氏」と「此」、「寺」

と「守」と「間」の 

違いに注意！ 
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二
．
内
容
に
つ
い
て 

 
 

「
史
料
に
つ
い
て
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
史
料
は
日
下
村
が
大
坂
町
奉
行
に
提
出
し
た
も
の
を
、
川
中
家
が
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。 

 
 

川
中
家
が
書
き
写
し
た
時
は
決
裁
さ
れ
た
後
な
の
で
、
そ
の
文
言
が
願
書
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
読
し
た
だ
け
で
は 

 

わ
か
り
に
く
い
全
体
像
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

整
理
す
る
と
・
・
・ 

                                                    

 

提出 
決裁 

 

奥書 

 川中家が書き写す 

内容（要点） 

作成 

願書 

修理 

申出 
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※
「
新
地
改
ノ
寸
法
」
と
は
？ 

（「
河
内
国
日
下
村
庄
屋
長
右
衛
門
記
録
」
『
日
下
村
森
家
庄
屋
日
記
』
享
保
十
三
年
度
よ
り
） 

 
 

 
「（
前
略
）
新
地
改
之
ひ
か
へ
ニ
ハ
如
左
ニ
有
之
候 

 
 

 
 

春
日
宮 

壱
社 

 

大
サ 

向
横
幅 

四
尺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奥
行 

 

三
尺 

 
 

 
 

 

山
内
東
西
弐
百
間
南
北
九
拾
間 

 
 

 
 

比
勧
請
申
候
哉
年
暦
相
知
レ
不
申
候
と
有
之
候
」 

   

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み 

 

・
池
端
の
春
日
神
社
の
屋
根
は
な
ぜ
大
破
し
た
？ 

（『
日
下
村
森
家
庄
屋
日
記
』
享
保
十
三
年
度
よ
り
） 

 
 

享
保
十
三
年
七
月
八
日 

 
 

「
前
夜
よ
り
ノ
雨
終
日
終
夜
降
続
、
終
日
風
烈
／
別
テ
乾
風
烈
、
夜
ニ
入
漸
弱
次
第
ニ
風
止
／
雲
ハ
終
日
飛
か
こ
と
く
坤
ニ
落
、
風
も
丑
寅
風
ノ
間
長
シ
」 

 
 

 
 

→
台
風
襲
来 

 
 

 

被
害
：
「
綿
た
は
こ
皆
辰
巳
ノ
方
へ
風
ニ
テ
か
た
ふ
く
、
綿
ノ
蝶
も
少
々
落
」 

 
 

同
月
九
日 

 
 

 

大
坂
天
満
橋
下
て
増
水
。（
水
常
水
よ
り
九
尺
高
シ
） 

 
 

 

木
津
川
八
幡
、
橋
本
に
て
堤
切
れ
。 

  

・
願
書
提
出
ま
で
の
経
緯 

 
 

十
一
月
十
三
日 

 
 

 

文
左
衛
門
が
池
端
宮
の
願
書
の
下
書
き
を
持
参
し
見
せ
る
。 

 
 

十
一
月
二
十
八
日 

 
 

 

善
根
寺
神
宮
寺
が
池
端
宮
の
こ
と
で
会
所
へ
来
る
。 

 
 

十
二
月
五
日 

 
 

 

作
兵
衛
・
治
助
が
同
船
し
て
、
七
日
に
池
端
宮
修
復
の
お
願
い
に
御
番
所
へ
罷
り
出
る
た
め
、
今
日
か
ら
下
る
。
蔵
屋
敷
へ
断
り
を
入
れ
て
い
な
い
た
め
。 

 
 

 

神
宮
寺
と
又
右
衛
門
は
明
日
よ
り
下
る
。 

 
 

十
二
月
七
日 

 
 

 

池
端
宮
修
復
の
お
願
い
に
、
作
兵
衛
・
治
助
・
神
宮
寺
が
御
番
所
へ
罷
り
出
る
。 

 
 

 

※
十
二
月
八
日 

 
 

 
 

「
池
端
宮
修
復
願
、
首
尾
好
、
昨
日
相
済
候
テ
悦
事
ニ
今
日
は
神
宮
寺
芝
居
被
振
舞
、」
等
の
話
を
庄
屋
の
長
右
衛
門
が
聞
く
。 

   
 

ま
と
め 

 
 

古
文
書
解
読
の
上
達
ポ
イ
ン
ト
は
、
古
文
書
に
出
て
く
る
歴
史
用
語
や
文
体
に
慣
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
用
語
や
文
体
に
慣
れ
る
と
、
文
章
の 

 

流
れ
か
ら
文
字
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、『
く
ず
し
字
辞
典
』
等
で
調
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
（
各
市
町 

 

村
史
の
史
料
編
な
ど
）
を
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 
 

た
だ
し
、
固
有
名
詞
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
た
く
さ
ん
読
ん
で
文
字
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
運
筆
を
追
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
ど
の
よ
う
に
筆
が
流
れ
て
い
る
か
を
追
う
こ
と
で
、
く
ず
し
字
の
形
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   
 

大
阪
府
公
文
書
館
で
は
、
今
回
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
た
「
川
中
家
文
書
」
の
他
に
、
河
内
茨
田
郡
平
池
村
（
現
在
の
寝
屋
川
市
）
で
庄
屋
を
つ
と
め
た 

 

平
池
家
の
「
平
池
家
文
書
」
な
ど
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
紙
焼
き
し
た
も
の
を
閲
覧
・
複
写
（
※
複
写
は
有
料
で
す
）
で
き
ま
す
。 
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史
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大
阪
府
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四 

・
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右
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／
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文
書
研
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